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(2) 

昭
和
五
十
一
年
度
地
質
が
九
月
定

例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

五
十
一
年
度
比
お
け
る
一
般
会
計

の
歳
入
は
、
十
二
億
一
千
四
百
六
十

九
万
三
千
円
、
歳
出
十
二
億
一
千
四

万
九
千
円
と
な
り
、
四
百
六
十
四
万

四
千
円
が
五
十
二
年
度

K
繰
越
さ
れ

ま
し
た
。

以
下
詳
細
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

報広町和日百

1 2 9，684干円

4，072干円

1 5，3 16干円

1，564干向

1 9，807干円

3，265千円

1，083干円

一般管理費

財産管理費

企画費

交通安全対策費

徴税K要する経費

戸籍住民基本台帳費

選挙に要する経費

町の財産は次のとおりです

土地 68，051 mZ 

建物 1 2，439 m2 

※ 

総

務

0.1婦) 1.6 9 9有司

0.3婦)2，546明Jj

歳出

その他の支出

費 IC 工商

費

※ 湖
性民サービ、スをモット-IL

1.8弼)2 2.3 3 1弔Jj費 ICメL
Z又議

社会福祉費(老人医療費、老人クラブ助

成金国民年金なめ 23，934千円 i 

児童福祉費(児童手当、町内4保再折の

園児の費替k運営費なり96，190干円

保健衛生費(成人病検訟地方炉溝渠

予防接種なとう 5Q231千円

清掃費(広焼事務組合負担金補

物質曙嬰託料なめ 25~37千円

※

民

生

-

衛

生

費

※

2.7弼)3 2，833有司

4.9%) 5 9，0 23明司

6.0%) 72，644相

6.3婦)75，667有司

費 IC

農林水産業費 IC 

費

費

防

債

生

消

公

衛

費 IC 10.0弼)1 2 0.1 2 5有司生民

民生iとは最重点を

道路新設改良費(医大取付道など)

272，965干円

町営住宅建設費(第二種町営住宅6戸建
設 32ρ45干円

都市下水路費(西条二区、道JlI工事な

ど 9，690千円

農業振興費 5，503干円

農 地 費(調整区域内にがナる道路

改良費) 34.699干円

費 IC 15.4弼) 1 87，480有司

教 費 IC 25.1弼) 303792拝q

務

=ミ
円

総

※ 

土

木

土

歳

C 27.4領) 3 3 1，909千円

計βL 
口

費

出

木

農

林

水

産

業

費

※ 

)内構成比

小寺教管理、教育振興費

ヰ苧校管理、教育振興費 1 4，529千円

昨苧校建設費 242，144千円

社会教育費(各種成人学級補助費、公

民館運営費など 7，978千円

保健体育費(体育振興、学機合食費な

ど 10，6 6 4千円

8554千円

4，644千円

教

※ 

::D;;: 

同

費

完瓜調且医大敢付道完成した県下ーのや明安

※ 



報広町和昭( 3) 

歳入
779二伺(0.<)7弼)1町営住宅家賃[9入等

6，334存可 9.5弼)1 前年 度繰越金

固定資産税

83，945千円

( 45弼)

税

7 4，7 4 1千円

( 40領)

民町

入金
債)

町の
(町

1 16，000千円(

128，198弔Jj( 11.0弼)

町
税
の
収
入
総
額
は
一
億
八
千
六

百
七
十
四
万
九
千
円
と
な
り
、
五
十

年
度
に
比
べ
二
千
九
百
七
十
一
万
八

千
円
、
十
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
町
民
税
に
お
い
て
の

伸
び
額
は
六
百
九
十
九
万
四
千
円
、

固
定
資
産
税
に
お
い
て
は
一
千
七
百

九
十
六
万
八
千
円
、
電
気
税
百
九
十

五
万
八
千
円
、
た
ば
乙
消
費
税
百
十

万
九
千
円
、
そ
の
他
に
お
い
て
も
順

調
な
伸
び
を
し
め
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
町
民
税
の
収
納
率
は
九
三
・

四
パ
ー
セ
ン
ト
と
前
年
度
に
比
べ
下

回
っ
て
い
ま
す
。

51年度の町税の内訳

1 56，500有司(12.8%)

税町1 86，749明司(15.3弼)

国税からの配分金
(地方交付税)

2 57，27 7帯司(21.1'揺)

2 7 7.2 1 2千円(22.8%)

計

52年繰越金

国からの補助金
(国庫支出金)

1，2 146 9 3千円A 
口入

※
 

町
の
借
り
入
れ
金
は

次
の
と
お
り
で
す

地
地方病鶴居事業債 40，508 

義務教育施設事業債!. 30 3，206 

方 町営住宅建設事業費 7 3，999 

債
道路整備事業債 48，994 

特別 債 52，600 

計 5 1 9，30 7 

震耕地整備事業債 123，0 3 1 

(千円単位)

国

保

特

別

会

計

国
民
健
康
保
険
の
歳
入
総
額
は
一

億
五
千
七
百
九
万
三
千
円
で
、
こ
の

う
ち
訳
は
、
国
保
税
五
千
四
亘
二
十

六
万
五
千
円
(
一
世
帯
当
り
五
万
一

千
三
百
二
十
九
円
、
一
人
当
り
一
万

五
千
百
四
十
九
円
)
、
国
か
ら
の
補

助
金
九
千
九
百
十
九
万
一
千
円
、
県

か
ら
の
補
助
金
四
十
二
万
四
千
円
、

麗
牛
度
続
越
金
二
百
三
十
八
万
三
千

円
、
そ
の
他
の
収
入
七
十
二
万
七
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
で
は
療
養
件
数
一
万

八
千
五
百
八
十
五
件
に
対
し
一
億
八

千
五
百
三
十
二
万
一
千
円
の
・
支
払
い

が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
、
高
額

療
養
費
方
結
百
九
十
六
件
に
対
し
四

千
六
百
九
十
七
万
六
千
円
、
助
産
費

茎
何
回
十
一
件
百
六
万
四
千
円
、
葬

祭
費
支
給
三
十
三
件
三
十
三
万
円
、

保
険
施
設
費
二
百
三
十
二
万
五
千
円
、

そ
の
併
六
百
八
十
六
万
円
、
総
額
一

億
四
千
九
百
五
十
四
万
六
千
円
と
な

り
差
引
き
七
百
五
十
四
万
七
千
円
が

五
十
二
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。

渇
水
対
策
特
別
会
計

当
初
予
算
三
百
七
十
五
万
四
千
円

で
ス
タ
ー
ト
し
た
渇
水
対
策
費
に
お

い
て
は
、
ポ
ン
プ
の
取
り
か
え
、
燃

料
購
入
費
な
ど
で
五
万
八
千
円
の
支

出
が
あ
り
、
三
百
六
十
九
万
六
千
円

が
五
二
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。



報広和 ( 4) 

産業別町内純生産

例ワクは49年の比率今
※第一次産業は49年lヰヒペ器ちこんでいます。

【図ー】

昭
和
五
十
年
度
町
民
所
得
推
計

こ
の
ほ
ど
昭
和
五
十
年
度
町
民
所
得
推
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
町
内
に
お
け
る
経
済
活
動
を
総
体
的
に
と
ら
え
一
年
間
の
経
済

再
出
動
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
、
園
、
県
、
市
町
村
相
互
の

経
済
状
況
比
較
、
町
の
財
政
経
済
施
策
及
び
長
期
総
ゐ
旦
臥
闘
等
の
基
礎
資
料
な

ど
に
使
用
す
る
目
的
で
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

乙
の
調
査
に
お
け
る
町
民
所
仰
と

は
、
臨
和
五
十
年
の
一
年
前
に
お
い

て
、
生
庫
、
消
費
さ
れ
た
純
生
産
物

の
価
値
を
価
敵
陣
帥
値
に
単
純
合
計
し

た
も
の
で
、
こ
れ
を
、
生
産
、
倉
町
、

支
出
と
三
つ
の
側
面
か
ら
整
到
し
把

握
を
誠
み
た
も
の
で
す
。

本
町
の
生
産
活
動
は
、
農
業
、
製

造
莱
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
お
も
な
も
の

で
、
乙
れ
ら
に
よ
り
町
の
生
産
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
(
図
二

町
民
所
得
、

町日召

一
人
当
り
百
万
四
千
八
百
円

分
配
、

支
出
に
つ
い
て

何， ど52警合議議喜分
法 ¥ ¥ L-コfV.1 をり年れ産でとの配
人乙 ¥¥  ~乙し雇サて、、財経町
所れつ ¥ーー」二4' をのめ用ラ い法原産済民
得は て民 ーー が人分て者リま人間と活所
等下い る 民一口配お荷!す所者 lと動得
め分ま人わ個、歯所人数町り得マ O 得、関 lとと
代配す所れ人町 三得 当で 民ま がン 本等イ|河係よは
り 町 。 得 た に内)とり除所すそ家町に人すり
lζ 民 と所実にこなのし得 D の庭 lとよ業る発町
一所 し得際居れり分たの(ほのお 「主 所町内
政 得 て を に住 lとま配も訟図と急いて、尋しの
府の 扱町支 す反す町の額 二 ん増て構仰のた居
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1人当り、町、県民所得の比較

仁二ゴ 4 9年度

Z亙z1 50年度

町民所得の分配

その他 132(1万PJ2% 

公
共
同
体
及
び
企
業
か
ら
の
握
替
所

得
(
医
療
費
補
助
金
、
社
会
保
険
料

事
業
主
負
担
)
や
、
他
町
村
か
ら
受

取
る
仕
送
り
金
額
等
を
加
え
て
算
出

し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
桐
人
支
出
に
お
い
て
は
、

個
人
消
費
支
出
、
個
人
税
、
社
会
保

¥
¥
1
円

山

山

労

町

支

3

4

費

6

7

尚

7

K

4

 

僻

険
負
担
、
例
人
貯
苔
等
か
ら
な
り
、

乙
の
中
で
個
人
消
費
支
出
が
今
障
の

半
分
以
上
や
し
め
て
い
ま
す
。
(
図

四
)
そ
の
う
ち
、
飲
食
、
住
居
、
被

服
が
そ
の
上
位
を
し
め
、
物
価
上
昇

の
影
響
が
大
き
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。

ぬ
凶
五
)

個人所得の処分

【図四】

【図三】

士

亙

Z 
i 

県民所得

心
川
ポ
明
F

叶

4
4
'
i

川
山
梨
県
最
低
賃
金
決
ま
る

μ

…
昭
和
五
十
二
年
十
月
二
十
八
日
か
出

川皇
ι記
の
よ
う
に
県
内
最
低
い
賃
金
が

μ

…

決

ま

り

ま

し

た

。

幽

…
一
日
勤
務
の
場
合
、
二
千
二
百
八
以

…
十
七
円
(
一
日
の
所
定
労
働
時
闘
が
出

仇
一
般
労
働
者
の
所
事
働
時
間
よ
り
幽

…
短
い
煮
ま
た
は
賃
金
の
大
部
分
が
出

…
時
聞
に
よ
ヲ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
者
幽

…
K
つ
い
て
は
、
一
時
間
二
百
八
十
六
幽

ゆ

円

と

決

ま

り

ま

し

た

。

幽



報

(
清
水
)

9月末日・現在

人
身
事
故
四
十
二
件

飲

酒

運

転

に

よ

り

三

件

な

ど

交
通
事
故
は
乙
ζ
数
年
減
少
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
連
日

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
悲
惨
な
交
通
事
故
を
自
に
し
耳
に
し
な
い
日

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
自
身
こ
の
よ
う
な
交
通
事
故
の
当
事

者
に
い
つ
早
変
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ζ

で
今
年
九
月
ま
で
の
町
内
の
交
通
事
故
の
原
因
を
分
析

し
て
み
ま
し
た
。

ζ

れ
ら
を
参
考
に
お
互
い
が
交
通
ル
l
ル
を

守
h
~
乙
れ
か
ら
の
事
故
防
止
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

広町和昭

町

道

に

お

け

る

事
故
目
だ
つ

町
内
に
お
け
る
交
通
事
故
は
、
今

年
九
月
ま
で
で
、
人
身
、
物
損
を
合

わ
せ
、
す
で
に
七
O
件
発
生
し
て
お

り
、
南
甲
府
署
管
内
に
お
い
て
当
町

発
生
率
は
非
常

K
高
い
数
値
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
人
身
事
故
だ
け
で
四

十
二
件
、
六
十
五
人
が
ケ
ガ
を
し
て

各
種
委
員
会
の
委
員
が
改
選

こ
の
ほ
ど
各
種
委
員
会
の
委
員
が

次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

※
昭
和
町
教
育
委
員
会
委
員

山

本

山

今

(

飯

喰

)

任
期
(
昭
和
五
十
二
年
十
月
二
十

一
一日
か
ら
四
年
間
)

※
昭
和
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員

笹
本
初
太
郎

(5) 

任
期
(
昭
和
五
十
二
年
十
月
一
日

か
ら
三
年
間
)

昭
和
町
公
平
委
員
会
委
員

小

宮

山

車

良

(

西

二

)

歪

村

喜

久

(

中

島

)

五

味

省

吾

(

河

西

)

任
期
(
昭
和
五
十
二
年
十
月
十
八

日
か
ら
四
年
間
)

(
敬
称
略
)

※ 

お
り
、
一
カ
月
当
り
で
四
、
五
件
、

六
・
六
日
に
一
件
の
割
合
い
で
人
身

事
故
が
お
き
て
い
る
と
い
う
乙
と
に

な
り
ま
す
。

乙
れ
ら
事
故
原
因
は
別
表
に
も
あ

げ
た
と
お
り
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が

運
転
者
の
突
通
ル
l
ル
の
無
視
、
不

注
意
が
原
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
道
に
お
い
て
の
事
故
件

数
の
多
い
の
が
自
に
と
ま
り
ま
す
。

ζ

れ
ら
事
故
の
発
生
場
所
は
、
見

通
し
の
よ
い
交
差
点
に
お
け
る
事
故

が
わ
り
あ
い
に
多
く
、
河
東
中
島
、

築
坤
地
内
の
開
場
整
備
内
、
西
条
一

(南甲府署)

k 
総 対象 別 当 事 者 別 事故原因別

町い 町

:ii港1連i1挫;重i量i管i重i量安!;件 内 1外

問自問行転

い視反 反反反 全速度違反伶
数 士内士 者互独車

甲府~市JII対号線 20 2110 8.1 3 121 3 212 210 312 1 1 0 110 412 2 1 1 

布施~竜 王線 3 10 01 3 01 3 。。 01 1 。。 。。 110 011 01 010 

町 道 18 11 8 912 101 1 5 1 1 013 o 1 1 111 01 2 215 01 2 

甲府バイパス 1 I 0 011 01 1 。。 。。 。。 。。 。。 011 0101 0 

計 42 3 118 21 5126 41 7 313 31 3 31 2 2 1 1 z 8 7 |竺 3 

町内道路別事故状況

9月 30日現在人身事故

区
、
昭
和
水
源
地
内
で
、
見
通
し
が

よ
い
為
、
一
日
一停
止
、
交
差
点
の
確

認
を
お
乙
た
h
車
場
故
を
お
こ
し
て
い

る
と
い
う
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

ま
た
、
町
内
一
斉
取
り
締
ま
り
に

よ
る
、
一
日
一停
止
違
反
、
飲
酒
運
転

等
の
違
反
者
が
ふ
え
て
お
り
ま
す

ν

大
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
十
分

.
・
・
・
・
・
認
識
を
あ
ら
た
に
安
全
運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
の
力
て

事

故

絶

滅

を

:

:

.

町
内
に
お
い
て
も
乙
れ
か
ら
先
、

中
央
道
、
新
県
道
、
そ
の
他
付
随
す

る
交
通
網
の
拡
大
が
計
画
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ

K
と
も
な
い
交
通
事
故
も

増
大
す
る
ζ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
の
恐
し
さ
を
認
識
し
、

み
ん
な
で
協
力
し
事
故
絶
滅
を
心
が

け
ま
し

f
z

浄
化
槽
は
正
し
い

維
持
管
理
を

浄
化
構
の
普
及
は
私
た
ち
の
環
境

衛
生
の
向
上
に
大
き
く
役
立
っ
て
い

る
反
面
、
汚
染
の
も
と
と
な
っ
て
い

る
の
も
現
状
で
す
。

浄
化
槽
は
年
三
回
以
上
の
点
検
、

年
一
回
以
上
の
清
掃
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
設
置
す
る
と

き
は
役
場
保
健
係
に
設
置
屑
を
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
清
掃
、
使

用
方
法
を
き
ち
ん
と
守
り
、
環
肇
実

化
を
心
が
け
ま
し

f
っ。

※

町

内

指

定

清

望

者

中
巨
摩
衛
生
社

電
話
回
富
局

一
二
五
七
番

秋
季
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
る

(
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
目
撃
で
〉

今
季
も
火
災
多
発
期
を
迎
え
る
わ
一
般
K
体
力
的
条
件
が
悪
く
身
体
の

け
で
す
が
、
最
近
の
火
災
の
特
色
は
不
自
由
な
高
令
者
が
多
い
ζ
と
で
す
。

専
用
住
宅
、
共
同
住
宅
な
ど
居
住
専
火
災
は
一
瞬
に
し
て
牛
玄
聞
や
財
産
を

用
の
建
築
物
の
火
災
が
多
く
建
物
火
う
ば
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
に
よ
り

災
の
過
半
数
を
占
め
て
お
り
、
乙
の
も
ま
ず
、
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

型
口
は
、

ζ

乙
数
年
増
加
の
き
ざ
し
が
大
切
で
す
。
火
災
予
防
に
充
分
心

を
み
せ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
火
災
掛
け
て
下
さ
い
。

に
よ
る
死
者
の
発
生
も
居
住
専
用
建

物
の
火
災
に
よ
る
も
の
が
最
も
多
く

特
に
自
力
避
難
の
出
来
な
い
幼
兜
や

※
火
災
を
発
見
し
た
ら
、
ま
ず
、

一
九
番
へ
※
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し
め
や
か
に

戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

日
清
戦
争
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦

ま
で
の
、
町
内
に
お
け
る
戦
没
者
二

百
十
二
柱
の
冥
福
を
祈
る
戦
没
者
合

同
慰
霊
祭
が
、
去
る
、
九
月
二
十
一

日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
押
原
小
学

校
箆
円
館
で
行
わ
れ
、
遺
族
ら
四
百

人
が
参
加
し
、
し
め
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

一
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
あ

と
、
石
原
町
長
よ
り
祭
文
が
読
み
あ

げ
ら
れ
、
来
賓
の
長
田
峡
中
福
祉
事

務
所
長
(
知
事
代
理
)
、
有
泉
町
議

会
議
長
、
名
取
中
巨
摩
遺
族
会
副
会

長
の
各
氏
よ
h
由
慰
霊
の
乙
と
ば
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

報広町和日百

つ
い
で
、
甲
府
消
防
音
装
隙
の
演

奏
す
る
「
菩
薩
樹
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

の
流
れ
る
な
か
、
参
列
者
一
人
一
人

盤
化
し
、
戦
没
者
の
霊
の
冥
福
を
祈

る
と
と
も
に
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な

犠
牲
者
を
出
さ
な
い
こ
と
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

英霊l弓すし1分間¢黙とうを
ささける

西
条
二
区
み
ご
と
連
続
優
勝

。
ロ
第
十
六
田
町
民
体
育
祭

8

第
十
六
回
昭
和
町
体
Z

星
小
は
、
十

月
十
日
、
秤
原
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
役
員
、
選
手
、
応
援

者
な
ど
、
お
お
ぜ
い
の
人
が
集
ま
り

秋
空
の
下
で
楽
し
い
一
日
を
す
ご
し

ま
し
た
ο

熱
の
入
る
部
落
対
抗
競
技
は
、
男

子
四
十
才
以
上
に
よ
る
「
サ
ッ
カ
ー

薪
争
」
を
皮
切
り
に
八
種
目
に
わ
た

り
力
と
按
を
き
そ
い
あ
い
、
総
合
優

勝
に
西
条
二
区
(
前
年
度
に
続
き
七

回
目
)
準
優
勝
K
押
勝
、
三
位
に
上

河
東
と
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
点
僧
康
に
注
意
し
、
お

お
い
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ

〉
円
ノ
。

「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
も
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
三
歳
児
の
指
導
は

将
来
に
お
け
る
人
間
形
成
の
上
で
も

っ
と
も
重
要
な
時
期
と
な
り
ま
す
。子どものしぐさにお母さんもしんけん

多く¢参加を得tjIIJ民体育祭

老
齢
の
た
め
第
一
線
を
引
退
す
る

時
、
後
継
者
や
従
業
員
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
経
営
不
振
に
至
っ
て
止

む
を
得
ず
工
場
や
商
屈
を
閉
鎖
す
る

時
、
病
気
や
万
一
の
乙
と
が
あ
っ
た

時
、
生
活
の
保
障
が
あ
り
ま
す
。
将

来
の
た
め
小
規
模
企
業
共
済
制
度
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

自
由
業
の
方
も

加
入
で
き
ま
す

※
常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が
二

十
人
以
下
(
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

で
は
五
人
以
下
)
の
個

λ
事
業
主

お
よ
び
会
社
、
企
業
組
合
、
協
業

組
合
の
役
員

※
一
人
あ
る
い
は
家
族
だ
け
で
事

業
を
経
営
し
て
い
る
方
や
、
弁
護

士
、
開
業
医
な
ど
の
自
由
業
の
方

少
な
い
負
担
で

大
き
な
安
心

※
掛
金
は
月
掛
で
一
口
五
百
円
で

最
高
三
万
円
の
範
囲
内
で
自
由
(

最
低
千
円
で
五
百
円
き
、
ざ
み
)
に

き
め
て
か
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
加
入
後
、
捕
、
減
額
が
で
き

ま
す
。

※
加
入
者
が
共
済
金
等
を
受
り
る

の
はω共

済
金

A

・
個
人
事
業
主
が
事
業
を
や
め
た

事
業
主
の
皆
さ
ん
・
・
:
.

小
規
模
企
業
共
済
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

アイデイアもいつは1、一



報

検診に参加して

清水新居

宮本万恵

広町

草
喰
む
'
母
牛

妻絵ちゃん江成長をたのしみに

九
月
秋
晴
れ
の
午
後
、
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
た
三
歳
男
検
診
に
参
加

し
て
:
・
:

夢
中
で
育
て
て
い
る
う
ち
に
、
も

う
三
歳
に
な
り
、
自
我
に
芽
ば
え
驚

く
ほ
ど
の
成
長
ぶ
り
で
す
。
は
だ
し

で
砂
場
K
飛
ん
で
行
き
、
近
所
の
子

ど
も
た
ち
と
ガ
ラ
ク
タ
お
も
ち
ゃ
を

取
り
合
い
、
大
野
ぎ
を
し
て
あ
き
る

ま
で
遊
ん
で
い
る
乙
の
頃
で
す
。

ζ

の
日
は
、
三
静
旧
凡
を
育
て
る
上

で
の
い
ろ
い
ろ
の
お
話
を
う
か
が
い

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

し
つ
け
も
乙
の
時
期
が
肝
心
で
自
分

で
出
来
る
こ
と
は
さ
せ
る
ζ
と。

子
ど
も
が
納
得
す
る
よ
う
に
教
え
て

あ
げ
る
こ
と
。

朝
乾
布
マ
サ
ツ
で
皮
膚
を
強
く
す
る

こ
と
な
ど
。
ま
た
、
健
康
診
断
に
よ

h
自
ア
即
発
見
で
き
る
こ
と
も
大
変
あ

り

が

た

い

と

思

い

ま

し

た

。

…

検
診
よ
り
一
ヶ
月
た
っ
た
現
在
で

山

は
、
併
面
所
に
小
さ
な
い
す
を
お
い

一

て
そ
れ
を
ふ
み
台
に
使
わ
せ
、
洗
顔
…

は
み
が
き
な
ど
一
人
で
す
る
よ
う
に
…

な
り
ま
し
た
。
多
少
服
が
ぬ
れ
た
り

水
が
は
ね
て
床
が
ぬ
れ
ま
す
が
:
:
:
。

乙
の
三
歳
と
い
う
時
期
を
、
山
梨

の
自
然
の
中
で
、
雑
草
の
ご
と
く
健

康
で
お
お
ら
か
な
子
ど
も
に
育
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
な

K
よ
り
も
、
新
が
子
ど

も
の
鏡
に
な
る
よ
う
に
心
掛
け
よ
う

と
思
い
ま
す
。

自
分
達
の
手
で
企
画
し
た
運

動
会
、
体
K
K
U
り
の
な
い
運

動
を
考
え
、
一
日
を
た
の
し

ん
だ
。

俳

句

押

中

O
B
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
閉
幕

和

鳥
瓜

壇
家
少
な
く

憂
珠
沙
華

愚
痴
言
い
合
え
る

栗
三
角
に
乙
ろ
げ
い
ず

憂
珠
沙
華

日百

漏
れ
い
が
の

パ
ス
の
旅

唄
も
野
道
も

う
も
れ
仏

訪
の
う
人
あ
り

憂
珠
沙
華

忌
み
い
と
う
な
く

乙
の
道
に

想
い
あ
た
た
め

蛇
ひ
と
つ

と
ぐ
ろ
巻
き
い
て

爽
や
か
に

(7) 

葬
も
な
く

清

友
あ
り
て

伊

水

博

藤

春

内

藤

ふ
く
次

桑

原

丑

閏
受
珠
沙
華

中

蝶
費
へ
り

上

沢

静

田

戸注ム
乃ミこ

憂

珠

沙

華

輿

石

さ
だ
代

道
曲
る

河

好

田

牧
晴
れ
て

機

部

信

文

三
月
か
ら
長
期
に
わ
た
り
熱
戦
を

繰
り
ひ
ろ
げ
た
、
押
中
O
B
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
リ

l
グ
は
、
十
月

十
四
日
を
も
っ
て
全
日
惇
を
終
了
し

ま
し
た
。

乙
の
大
会
は
、
押
原
中
望
校
卒
業

江寅代作子子

熱戦争展開した押中

OBソフトボール大会

同
期
生
で
チ

l
ム
を
作
り
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
通
じ
て
の
親
睦
と
友
情
を

深
め
る
乙
と
を
目
的
と
し
、

三
回
目

の
今
年
は
参
加
チ
l
ム
-A
増
え
、
十

五
チ

l
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
チ
ー
ム
年
齢
も
二
十
四
歳
か
ら

四
十
一
歳
と
、
年
齢
的
に
は
だ
い
ぶ

差
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
を
終
え
て
か
ら
の
ひ
と
と
き

た
の
し
み
の
一
つ
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
大
会
が
、
こ
れ
か
ら
先
い
つ

ま
で
主
杭
く
乙
と
を
期
待
し
ま
す
。

優
勝
は
三
十
七
年
度
卒
業
チ

l
ム

(
代
表
、
石
原
重
夫
)
で
し
た
。

山
あ
な
た
の
意
買
や
作
品
を
お
寄
せ
下

…さい

企

F
室

広
報
係
ま
で

玉ネギの袋を利用して

時
。
(
死
亡
を
含
み
ま
す
。
)

・
会
社
、
企
業
組
合
、
協
業
組
合

の
役
員
が
、
そ
の
法
人
の
解
散
に

よ
打
役
員
を
や
め
た
時
。

一
向
共
済
金
B

-
会
社
、
企
業
組
A
q
協
業
組
合

の
役
員
が
疾
病
、
負
傷
ま
た
は
死

亡
に
よ
り
役
員
を
や
め
た
時
。

・
個
人
事
業
主
、
会
社
、
企
業
組

合
、
協
業
組
合
の
役
員
が
六
十
五

歳
以
上
に
な
り
、
か
っ
、
そ
の
掛

金
払
込
年
数
が
十
五
年
以
上
に
な

っ
て
共
済
金
を
請
求
し
た
時

ゆ
準
共
済
金

・
個
人
事
業
主
が
配
偶
者
ま
た
は

平
泣
い
に
そ
の
事
業
の
全
部
を
譲
渡

し
た
時
。

・
会
社
、
企
業
組
ム
円
協
業
組
合

の
役
員
が
、
疾
病
、
負
傷
、
死
亡

ま
た
は
解
散
以
外
の
理
由
で
退
職

し
た
時
。

貸

付

制

度

※
一
定
の
資
格
者
に
は
、
そ
の
掛

金
の
範
明
内
で
即
日
に
貸
付
け
が

受
け
ら
れ
る
簡
便
な
貸
付
制
度
が

あ
り
ま
す
。

-
問
い
合
せ
先

都
道
府
県
の
商
工
担
当
課
、
通
商

産
業
局
中
小
企
業
課
小
規
模
企
業
共

済
事
業
団
(
東
京
都
港
区
虎
の
門
ニ

ー八
t
一
電
話
O
一一一
l
五
O
二
i

七
三
二
)
ま
で



税

の

知

識

…

所
得
税
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
配
霊
台
控
除
(
二
十
九
万
円
)
に
代
…

…
皆
さ
ん
既
K
C
存
知
の
こ
と
と
思
い
え
て
三
十
五
万
円
の
控
除
が
受
け
ら
…

…
ま
す
。
収
入
か
ら
必
要
経
費
を
差
引
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

…
き
、
さ
ら
に
所
得
控
除
を
差
引
い
た
ま
た
、
申
告
者
が
六
十
五
歳
以
上
一

…
残
り
の
額
に
税
率
を
か
け
る
:
;
:
。
で
所
得
金
額
一
、

0
0
0
万
円
以
下
…

そ
の
所
得
控
除
の
ひ
と
つ
、
配
偶
で
あ
れ
ば
基
礎
控
除
(
二
十
九
万
四
…

…
者
控
除
K
老
人
配
偶
者
控
除
が
仲
間
に
加
え
て
老
年
者
控
除
(
二
十
三
万
…

…
入
り
し
ま
し
た
。
乙
れ
は
七
十
歳
以
円
)
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
…

…

上

の

配

偶

者

で

障

宝

呈

台

控

除

を

受

け

に

ぼ

り

ま

し

え

…

…
て
い
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
(
税
の
豆
シ
リ
ー
ズ
よ
り
)
…

局
(
東
京
都
渋
谷
区
広
尾
四
l
二
l

二
四
、
電
話
O
三
(
四

O
O
)
七
二

六
ご
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

迷
子
郵
便
を
な
く
そ
う

最
近
、
数
多
く
の
住
民
団
地
、
工

場
、
ア
ペ

l
ト
等
が
新
設
さ
れ
郵
便

物
も
必
然
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
郵
便
物
の
中
に
は
、
あ
て

名
不
完
全
な
も
の
が
多
く
、
配
達
作

業
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
も
う
す
ぐ
年
賀
ハ
ガ
キ
の
時
期

に
も
な
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
乙
と
に
気
を
つ
け
協

力
し
ま
し

f
z

ム
表
札
を
取
り
付
け
る
。

ム
郵
便
受
箱
の
設
置

ム
郵
便
物
を
出
す
際
は
、
字
名
、
番

地
、
棟
番
号
、
部
屋
番
号
、
郵
便

番
号
を
必
ず
記
入
す
る

ム
迷
子
郵
便
物
を
な
く
す
た
め
、
差

( 8) 報

青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集

広

中
近
東
、
中
南
米
、
南
太
平
洋
の

開
発
途
上
国
に
対
し
て
、
経
、
済
、
社

会
の
た
め
に
技
術
、
技
能
を
身
に
つ

け
た
、
心
身
と
も
に
健
全
な
日
本
の

青
年
を
派
遣
し
て
、
各
国
の
国

e

つ
く

り
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

捗
万
隊
で
は
昭
和
五
十
三
年
度
第

一

次
派
遣
の
隊
員
を
左
記
の
要
領
で
募

集
し
て
い
ま
す
。

※
資
格
満
二
十
歳
以
上
、
原
則
と

し
て
三
十
五
歳
ま
で
の
青
年
男
女
。

※
願
書
締
切
昭
和
五
十
年
十
一
月

三
十
日
必
着
。

※
選
者
試
験
第
一
次
(
作
文
、
英

吉
岡
技
術
、
第
二
次
(
面
接
、
技

術
英
会
話
)

※
派
遣
期
間
二
年
商

※
応
募
方
法
協
力
隊
所
定
の
願
書

(
県
総
務
部
総
務
課
)
を
事
務
局
へ

提
出
し
て
下
さ
い
。

詳
細
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
事
務

町和昭

とら中 0. 0. 

紅 7tZ寄z
iz;弘Z
い祭ク 食M M 
たのラ品rr ゲ
だ賞ブ株
き品そ式
まのれ会
しーぞ社
た部れ、

U に か 峡

し
出
し
方
の
住
所
、
氏
名
を
必
ず

記
入
す
る
。

(
田
富
郵
便
局
よ
り
)

程

母子手帳労ヲ及び
妊婦中撤回

献血(品110.00 

~削3ω)

胃Xる朝食査(AM
8.30~創 9.30) 

母子苧帳発行及び
妊婦棺炎日
手目健康中居炎日(

目!11.0ひ--PM2.00

受付)

母子手帳発行及び
m帯構炎日

乳児健康相談日(

目白OO---IM2.o0
受付)

母子手帳難ヲ及び
妊婦荘厳日

日(建

11月 5日(土)

11月19日(土)

8日(火)

11月 15日(火)

12月 1日(木)

11月30日(水)

12月 3日(土)

12月 8日(木)

保

峡中ライオンズクラブ代表か
ら賞品をうける井白紙讃課長

11月

j山聖書量婚八男 k-j j 
! て十月五 戸川、J/ i 
， 筆書る泰房事 千十 j 米 f‘ 子明子博姻五二 八 へ /I 

日年 五去苗』、

i 語押警函握 ~/ I 誓
~ ^ 1 ¥" -_-( 1 /一一 l 幸

! 両 薪 禁 門 怜ム二ゲ~~ 毒

; 一一 \~ 
425 隼裡深高小杏~松左同佐望村田塩 三保 T 脇鈴秋保斉福 i 
4局 藤 辺沢柳笠島原田福田藤 A松島釜村坂野 ~山坂藤田 ; 
i 方 原 しさ一奈来一
佑喜真恭直哲三の 安 智 ゆ 伸 聡 葉 緒雪 裕俊一敏勇早義 ! j輔美紀子哉也氏成ぶ弘之り江子ー順 美 加明子人郎男児苗徳 ! 

!ググググ ρ グググググググググググググ μμ グ グ グ グ 父 生 !

j朝一文美栄英一純孝健止贋好政澄悦孝純克忠文永好光節 j 
!男彦男郎 喜夫二重一雄 文貴男男司一哉久治俊平弘即 ! 
:上西西河西上西河河西飯清西紙河上西河西西西河西押紙 4 

:河警警官河空軍空義理軍河予竺笠宮全額 ; 
j東区区島区東区島西区喰居区原島東区西区区区島区越原 j 

12月17日(土)


